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人口 25 万人を抱える富士市医療圏の中で、中心的

な役割を担っている病院です。他市では大きな病院

がいくつかありますが、富士市には大きな病院が当

院しかありません。従って富士市民の救急患者は当

院が中心になって受け入れております。診療部、看

護部、診療技術部、事務部という構成で、大きく分

けると４つの部門に分かれておりまして、医療安全

対策室、感染対策室、診療情報管理室、地域医療セ

ンター及び多職種で構成する専門チームが活動して

いる病院になっております。

コロナウイルス感染拡大時には、4つある静岡県東

部の重点医療機関の中で、最多の病床数を確保しま

した。薬剤科は当初、基本的には病棟の中に入らず

持参薬管理やオンラインでの服薬指導をしていたの

ですが、感染について気を付けるべきことがわかっ

てくると、感染防護服を着て病棟内に入り、一般の

病棟業務と同じような形で実際に服薬指導を始めま

した。病棟でも薬剤科内でも、オンラインで業務可

能なCP-MAP やどんとこい持参薬は非常に重宝し

ました。

薬剤管理指導業務のツールを探している中で

CP-MAP に出会いました。薬剤毎に薬効や注意点な

どの指導項目が予め挙げられているため、業務の標

準化に最適であると判断し導入しました。入力項目

がある程度テンプレート化されているので、チェッ

クをしていくだけで新人の薬剤師でもベテランの薬

剤師と同じように指導記録を漏れなく作成すること

ができます。病棟業務では

画面に出ている指導テン

プレートを選択すること

で、 薬剤師が実施すべき

指導内容をアシストして

どんとこい持参薬は、医薬品画像、構図もしっかり

出るので、鑑別ツールとしても非常に使いやすいで

す。患者さんの持参薬は、処方箋のようにきれいに

情報が並んでいるわけではありません。数がバラバ

ラなものから一包化されているもの、服用中のもの

からそうでないものまで様々な薬が持ち込まれま

す。お薬手帳の普及によって何の薬かわからないと

いう状況は改善されていますが、ジェネリック医薬

品の登場により持参薬の鑑別は複雑になりました。

以前は本を見て鑑別書を手入力で作成していました

が、システム導入後は直接データ入力ができ、電子

カルテにも反映出来るようになりました。煩雑でな

かなか進まなかった鑑別書作成業務だったのです

 病院薬剤師業務における

活用現場の声
CP-MAP Web ！・どんとこい持参薬・MC=Valuation について富士市立中央病院

薬剤科長加藤氏・副薬剤科長大滝氏・医事課宮城島氏に活用事例をお伺いしました。

が、今は凄くスピーディーに行えています。また、

院内の採用薬とデータベースを紐付けて適切な代替

薬の候補が鑑別時点で正しく挙げられるという点

も凄く使いやすいですね。退院時には、入院中に処

方されたお薬や服薬状況だけでなく、持参薬の情報

も含め、患者さんにお薬手帳として提供できるので、

医療安全の目的としても活用をしています。

富士市立中央病院の特徴と
富士市地域医療における役割 新型コロナウイルス感染症流行時の業務対応

加藤 薬剤科長

大滝 副薬剤科長

くれます。それが業務の標準化に繋がり、新人教育

においても役立っています。また、電子カルテから

処方履歴や検査結果なども受け取ることができ、そ

れらを指導記録や退院時指導記録に反映できるた

め、 記録作成の時間も短縮されました。さらに外来

～退院後まで薬剤師が関与すべき薬剤管理指導業務

を一環して行える点や、各病棟における算定状況の

確認・分析ができる機能や、蓄積されたデータを抽

出し、必要なタイミングで活用できるのが非常に便

利ですね。

    


